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臨みます。                            （S)
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【主な記事】【主な記事】
○新年度予算　多種多様な議論・要望／ぎかいの話題（２ページ）
○議会から届けた皆さんの意見・要望に市長から回答がありました／ぎかいの話題（３ページ）
○企業の魅力アピール　家族連れでにぎわった産業フェスタ／おおむた自慢（12ページ）

総合体育館「おおむたアリーナ」オープン

▲天気にも恵まれた産業フェスタ

▲働く車の試乗・操作の体験も行列ができていました▲

▲遊びながら学べるブースもたくさん

製品を

子供たちに

触れてもらい

アピールをする

事業所

▲自分がつくっている農作物をアピールする生産者

　大牟田には魅力的な「仕事」や「企業」がたくさんあることを広く市民に知ってもらい、就職や定住

につなげようとする取組「おおむた産業フェスタ」が、３月16日、イオンモール北側駐車場にて初め

て開催されました。

　市内の約70事業所が参加し、仕事の内容や魅力をアピール。子供たちをはじめとした来場者にど

う伝えるか、各事業所の工夫を凝らしたアピールが繰り広げられ、行列ができるブースもありまし

た。約１万人が来場し、朝から夕方まで大きな盛り上がりを見せていました。

　大牟田市議会は、市内の「仕事」を広くアピールするイベントの開催などが定住促進や人口流出を食

い止める機会の一つになると、地元の「仕事」の存在を知ってもらう取組の実施を要望してきました。

　今回の「産業フェスタ」により、大牟田の魅力ある「仕事」が多くの人々に伝わったのではないかと

考えます。

企業の魅力

アピール

キャラクターも
勢ぞろい

産業フェスタ
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ぎかいの話題 ぎかいの話題

新年度予算 多種多様な議論・要望新年度予算 多種多様な議論・要望

予算特別委員会のあらまし

予算特別委員会の主な意見・要望

　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：山口雅夫、副委員長：塩塚敏郎）を設置

し、新年度の各会計予算及び条例議案等について、３月11日から18日までの実質６日間

で審査を行いました。

　委員会では、庁舎整備、ごみ減量、夏休み児童預かりモデル事業、病児・病後児保育事

業、不登校への対応など、多種多様な面から活発な議論が交わされました。

　予算特別委員会における審査の結果については、委員長報告書にまとめ、３月22日の

本会議において全ての予算議案及び条例議案を可決しました。

　令和６年度における一般会計予算の総額は606億円となりました。

◆新庁舎の建設

　これまで積み上げてきた議論

や現庁舎の耐震性が不足してい

ることを踏まえ、市民や職員の

安 全 の た め に も 、現 行 の ス ケ

ジュールよりも可能な限り早期

に事業を実施してほしい。

◆まちの魅力アップと市内外へ

　のプロモーション

　テレビ離れが進み、雑誌市場

も縮小していることから、時代

の流れに即した成果指標の設定

を検討してほしい。

◆財政運営

　市民の暮らしや厳しい事業運

営を行う小規模事業者の支援に

つながるよう、住民福祉の増進

に寄与するよう努めてほしい。

　また、政府に対し、子育て支援

の財源確保や地方交付税の増額

を要望してほしい。

◆子育て世帯住宅改修支援事業

　県や関係部局との連携による

周知に努めるなど、子育て支援

の充実につながるよう取り組ん

でほしい。

◆ハートフルスクールプロジェクト

　１人１人の子供に丁寧に向き

合う必要があることから、学習

指導員の十分な配置と時間の確

保に努めてほしい。

◆製品プラスチックのリサイクル

　周知不足により回収が十分に

行われていないことから、さら

なる周知啓発を行い、より一層

のごみの減量化・資源化に努め

てほしい。

◆夏休み児童預かりモデル事業

　実施施設の卒園児の利用が多

い状況にあることから、実施施

設・事業所の拡大に取り組んで

ほしい。また、夏休みの実施だけ

ではなく、春休みや冬休み等へ

の拡大も検討してほしい。

◆市立図書館の運営

　人口類似団体と比較して、図

書購入費、蔵書数、貸出登録者数

などとの関係性がうかがえるこ

とから、利用者の増加に向けた

検証を行い、使い勝手のよい図

書館づくりをしてほしい。

◆水道事業経営戦略

　市民に安全かつ安定的に低廉

な水を供給するという視点に立

ち、水道料金の値上げとならな

いよう取り組んでほしい。

◆ともだちや絵本美術館の管理運営

　現在委託を受けている業者の

ノウハウや企画力などを市とし

て継承しつつ、今後の動物園・と

もだちや絵本美術館における管

理業務の在り方を検討してほし

い。

◆居宅介護サービス事業

　報酬改定による報酬引き下げ

に加え、ヘルパーの高齢化など

により、事業者の経営が厳しい

状況であることから、事業者の

状況を把握し、市独自の支援制

度の創設などを検討してほしい。

  前号（２月15日発行）でお知らせしておりました市長への意見・

要望（議会報告会の議論をまとめたもの）に対して、次のとおり市

長から回答がありました。（※内容については、要約して掲載）

関連する記事は、
こちらで見れます

議会から届けた皆さんの意見・要望に市長から回答がありました議会から届けた皆さんの意見・要望に市長から回答がありました

○大牟田市動物園・延命公園周辺を核とした観光客の回遊性向上

【意見・要望】

　動物園で学生主催のイベントを開催し、体育館などでのイベントと連携させることで、集客向上と

延命公園周辺の回遊性を生み出してほしい。また、延命公園周辺から市内へ人を呼び込むため、動物

園やともだちや絵本美術館と連携し、絵本の世界観の町並みを再現することや、キャラクターの設置

なども検討してほしい。

【回答】

　延命公園地区の魅力向上、回遊性向上に向けては、庁内関係部署間で協議・検討を進めています。

　学生主催のイベントは、にぎわい創出に有効な取組であり、動物園と協議の上、実施したいと考え

ています。また、絵本の世界観の町並みを再現することやキャラクターの設置については、今後、長期

的な視点で検討をしていく必要があると考えています。

　さらに、市公式観光サイト「おおむたOne plate」のQRコードを掲載したチラシを作成し、動物園や公

園内の施設に設置することで、来園者が公園内を楽しんだ後に飲食店や観光スポットを回遊できるよ

うにしたいと考えています。このほか、官民連携により、回遊を促す取組を進めていきます。

《具体的な検討内容》

　①案内板の設置（SNS撮影スポットとしても活用できるようなデザインを検討）、②公園内の散策

マップの作成、③付近の道路に愛称を付ける取組、④新体育館の開館に合わせたイベントの実施

○動物園でのイベントによる集客向上と情操教育

【意見・要望】

　動物園については、集客向上の施策として、多くの学生から動物との触れ合い体験や餌やり等のイ

ベントの開催が提案されていることから、子供たちの情操教育の観点も踏まえ、これまでのイベント

の継続に加え、新たなイベントの開催にも取り組んでほしい。

【回答】

　動物園では、モルモット、レッサーパンダ、キリンの飼育施設の整備を進めていく予定です。今回の

整備で、来園者にさらに楽しんでもらえるような新たな展示・観察イベントを企画・実施することと

しています。

　動物園では、「動物福祉を伝える動物園」として、動物たちの生活の質の向上を目的とした様々な取

組を通して、動物福祉について理解を深めてもらう努力と工夫を重ねてきています。その中で、ライ

オンの肉探しタイムをイベントとして来園者に見てもらうことなど、動物へのストレスにも配慮し

つつ、直接的に動物に触れなくても楽しんでいただけるような創意工夫を重ねています。また、動物

に直接関わる飼育員体験などの人気イベントも継続して行っていきます。

　動物に直接触れることについては、動物のストレスを伴うことから動物福祉の点では難しい面も

ありますが、子供たちをはじめ全ての来園者に、参加型・体験型のイベントを通して、命の大切さを伝

え、生き生きとした動物の姿を楽しんでもらえるよう、引き続き、指定管理者とも協議しながら、創意

工夫を重ね、様々な新たなイベントに取り組んでいきたいと考えています。

ともだちや絵本美術館
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ぎかいの話題 議案等の審議結果

本会議運営のあらまし

■令和６年度大牟田市一般
　会計予算など可決

　令和５年度２月・３月議会

は、２月22日に招集され、３

月22日までの30日間の会期で

運営しました。

　審議した議案等は、令和５

年度の各会計の補正予算等議

案17件、令和６年度当初予算

議案７件、大牟田市立中学校

設置条例の一部を改正する条

例の制定などの条例議案13件、

大牟田市まちづくり総合プラ

ンについて等の議案２件、大

牟田市副市長の選任等の議案

３件、人権擁護委員候補者の

推薦の諮問１件、大牟田市議

会委員会条例の一部を改正す

る条例の制定について等の発

議９件、公益財団法人大牟田

市文化振興財団の事業計画に

関する報告等３件の計55件で

した。

　本会議では、まちづくり総

合プラン、文化芸術・スポー

ツ振興、庁舎整備と本館の利

活用、夜間中学などの諸課題

に12人の議員が登壇し、市長

をはじめ当局に質問しました。

　また、新年度各会計予算や

条例議案、報告の25件は、予

算特別委員会に付託し、審査

を行いました。

　本会議最終日までに、意見

書案の発議５件を除き可決、

同意、異議なき旨を答申して

本会議を閉会しました。

委員会メモ

おおむたＰＲキャンペーンに
関する進捗状況の報告

【総務委員会】

　２月19日の委員会で、おおむ
たＰＲキャンペーン（おおむた
産業フェスタ、若者情報発信拠
点整備事業）に関する進捗状況
の報告を受けました。
　若者情報発信拠点整備事業
については、大牟田駅を利用す
る多くの高校生、大学生などが
待合場所や情報発信に使用で
きる拠点を大牟田駅西口に整
備するもので、令和６年４月か
ら電気工事等が行われ、供用開
始は同年９月からの予定です。

令和５年度全国学力・学習
状況調査結果について

  【市民教育厚生委員会】

　２月20日の委員会で、小学
６年生及び中学３年生を対象
とした、全国学力・学習状況
調査結果について報告を受け
ました。
　これを受けて、市内の学校
の状況や本市の傾向等につい
て質疑を交わしました。

都市計画マスタープラン及び
立地適正化計画の評価・検証

  【都市環境経済委員会】

　２月16日の委員会で、都市計
画マスタープラン及び立地適
正化計画の評価・検証について
説明を受けました。　
　同プラン・計画は、おおむね
５年ごとに評価・検証を行うこ
ととなっており、令和５年度に
行った評価・検証の結果につい
ては、２月の都市計画審議会を
経て公表されています。

【１月】10日　各派代表者会
　　　22日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　25日　広報広聴委員会広報部会
　　　26日　都市環境経済委員会
　　　31日　各派代表者会

【２月】 7日　全員協議会
　　　15日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　16日　都市環境経済委員会
　　　19日　総務委員会
　　　20日　市民教育厚生委員会
　　　22日　本会議〔開会〕、総務委員会、議会運営委員会
　　　　　　政策等調整委員会、広報広聴委員会広報部会

【３月】 1日　本会議〔質疑質問〕
　　　 4日　本会議〔質疑質問〕
　　　 5日　本会議〔質疑質問〕
　　　 6日　本会議〔質疑質問〕、予算特別委員会
　　　　　　広報広聴委員会広聴部会
　　　 7日　総務委員会、市民教育厚生委員会
　　　　　　都市環境経済委員会
　　　11日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　　　　本会議〔補正関係議案採決〕、予算特別委員会
　　　12日　予算特別委員会
　　　13日　予算特別委員会
　　　14日　予算特別委員会
　　　15日　予算特別委員会
　　　18日　予算特別委員会、請願等調整委員会、起草委員会
　　　22日　起草委員会、各派代表者会、議会運営委員会
　　　　　　本会議〔新年度関係議案採決〕
　　　　　　広報広聴委員会広報部会
　　　26日　広報広聴委員会広聴部会

議会日誌（１月～３月）

２月・３月議会
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■大牟田市議会では、採決に起立採決を採用しています。起立採決は、議長が議案等に賛成の意思のある議員に起立を求めます。一覧表については、　起立した
　議員を○と表記し、それ以外の議員を × と表記しています。また、空白は欠席または表決の棄権を表します。なお、議長は採決に加わることができません。

行政視察受入実績行政視察受入実績
行政視察受入（１月～３月）

月

2

3

日

6

29

都道府県

茨城県

東京都

団体名 視察項目

日立市議会

足立区議会

防災情報収集シス

テム構築とリアル

タイム情報配信事業

地域公共交通

自由民主党市議団 民主・護憲クラブ

　詳細については、議会事務
局（41-2800）までお問い合
わせください。また、ホーム
ページでもお知らせします。

　本会議の傍聴ができま
す。傍聴席へは、市役所本庁
舎中庭入口（１階）または市
民生活課（２階）奥の階段か
らお上がりください。
　インターネットでも、生
中継、過去の録画（過去５年
度分）を視聴できます。

　本紙掲載の代表質問と一
般質問は、質問議員自らが
要約したものです。詳しく
は市立図書館、情報公開セ
ンターで６月上旬から閲覧
できる会議録をご覧ください。
  ホームページでも６月上
旬から閲覧・検索できます。

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

諮問

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

発議

発議

第7 5号

第7 6号

第7 7号

第7 8号

第7 9号

第8 0号

第8 1号

第8 2号

第8 6号

第109号

第110号

第111号

第112号

第 2 号

第9 1号

第9 2号

第9 3号

第9 5号

第9 6号

第9 7号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

第107号

第2 3号

第3 1号

令和５年度大牟田市一般会計補正予算

令和５年度大牟田市国民健康保険特別会計補正予算

令和５年度大牟田市介護保険特別会計補正予算

令和５年度大牟田市後期高齢者医療特別会計補正予算

令和５年度大牟田市病院事業債管理特別会計補正予算

令和５年度大牟田市水道事業会計補正予算

令和５年度大牟田市公共下水道事業会計補正予算

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（狂犬病予防法関係）

大牟田市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市教育委員会委員の任命について〔東秀樹氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔日比生純二氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔岩本竜一氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔田中達憲氏〕

人権擁護委員候補者の推薦について〔森部広道氏〕

令和６年度大牟田市病院事業債管理特別会計予算

令和６年度大牟田市水道事業会計予算

令和６年度大牟田市公共下水道事業会計予算

大牟田市会計年度任用短時間勤務職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（建築物のエネルギー消費性能の
向上に関する法律関係）

大牟田市黒崎漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市立中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市危険物の規制等に関する手数料条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

請負契約の一部変更について（大牟田市（仮称）総合体育館等実施設計及び新築工事）

大牟田市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書案

下記議案等については全員賛成で可決、同意、異議なき旨答申。

■次の定例会は６月です

■傍聴のお知らせ

■会議録の閲覧

災害対策の充実強化についての意見書案

令和６年能登半島地震の復旧・復興を最優先
することを求める意見書案

子どもと子育て世帯への経済的支援を求める意見書案

食料自給率の向上と農業従事者への支援拡充
を求める意見書案

地域公共交通を維持するための財政措置の
拡充を求める意見書案

自民党派閥裏金問題の徹底解明と実効性ある
再発防止策の確立を求める意見書案

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の
制定について（戸籍法関係）

大牟田市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

令和６年度大牟田市一般会計予算

令和６年度大牟田市国民健康保険特別会計予算

令和６年度大牟田市介護保険特別会計予算

令和６年度大牟田市後期高齢者医療特別会計予算

大牟田市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定地域密着型サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市企業局附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市まちづくり総合プランについて

大牟田市副市長の選任について〔副枝修氏〕

大牟田市副市長の選任について〔中村珠美氏〕

大牟田市教育委員会教育長の選任について〔谷本理佐氏〕

地方創生に貢献するサキュラーエコノミー
（循環経済）の一層の推進を求める意見書案

発議 第24号

発議 第25号

発議 第26号

発議 第27号

発議 第28号

発議 第29号

発議 第74号

議案 第83号

議案 第84号

議案 第85号

議案 第87号

議案 第88号

議案 第89号

議案 第90号

議案 第94号

議案 第98号

議案 第99号

議案 第105号

議案 第106号

議案 第108号

議案 第113号

議案 第114号

議案 第115号

発議 第30号
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ぎかいの話題 議案等の審議結果

本会議運営のあらまし

■令和６年度大牟田市一般
　会計予算など可決

　令和５年度２月・３月議会

は、２月22日に招集され、３

月22日までの30日間の会期で

運営しました。

　審議した議案等は、令和５

年度の各会計の補正予算等議

案17件、令和６年度当初予算

議案７件、大牟田市立中学校

設置条例の一部を改正する条

例の制定などの条例議案13件、

大牟田市まちづくり総合プラ

ンについて等の議案２件、大

牟田市副市長の選任等の議案

３件、人権擁護委員候補者の

推薦の諮問１件、大牟田市議

会委員会条例の一部を改正す

る条例の制定について等の発

議９件、公益財団法人大牟田

市文化振興財団の事業計画に

関する報告等３件の計55件で

した。

　本会議では、まちづくり総

合プラン、文化芸術・スポー

ツ振興、庁舎整備と本館の利

活用、夜間中学などの諸課題

に12人の議員が登壇し、市長

をはじめ当局に質問しました。

　また、新年度各会計予算や

条例議案、報告の25件は、予

算特別委員会に付託し、審査

を行いました。

　本会議最終日までに、意見

書案の発議５件を除き可決、

同意、異議なき旨を答申して

本会議を閉会しました。

委員会メモ

おおむたＰＲキャンペーンに
関する進捗状況の報告

【総務委員会】

　２月19日の委員会で、おおむ
たＰＲキャンペーン（おおむた
産業フェスタ、若者情報発信拠
点整備事業）に関する進捗状況
の報告を受けました。
　若者情報発信拠点整備事業
については、大牟田駅を利用す
る多くの高校生、大学生などが
待合場所や情報発信に使用で
きる拠点を大牟田駅西口に整
備するもので、令和６年４月か
ら電気工事等が行われ、供用開
始は同年９月からの予定です。

令和５年度全国学力・学習
状況調査結果について

  【市民教育厚生委員会】

　２月20日の委員会で、小学
６年生及び中学３年生を対象
とした、全国学力・学習状況
調査結果について報告を受け
ました。
　これを受けて、市内の学校
の状況や本市の傾向等につい
て質疑を交わしました。

都市計画マスタープラン及び
立地適正化計画の評価・検証

  【都市環境経済委員会】

　２月16日の委員会で、都市計
画マスタープラン及び立地適
正化計画の評価・検証について
説明を受けました。　
　同プラン・計画は、おおむね
５年ごとに評価・検証を行うこ
ととなっており、令和５年度に
行った評価・検証の結果につい
ては、２月の都市計画審議会を
経て公表されています。

【１月】10日　各派代表者会
　　　22日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　25日　広報広聴委員会広報部会
　　　26日　都市環境経済委員会
　　　31日　各派代表者会

【２月】 7日　全員協議会
　　　15日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　16日　都市環境経済委員会
　　　19日　総務委員会
　　　20日　市民教育厚生委員会
　　　22日　本会議〔開会〕、総務委員会、議会運営委員会
　　　　　　政策等調整委員会、広報広聴委員会広報部会

【３月】 1日　本会議〔質疑質問〕
　　　 4日　本会議〔質疑質問〕
　　　 5日　本会議〔質疑質問〕
　　　 6日　本会議〔質疑質問〕、予算特別委員会
　　　　　　広報広聴委員会広聴部会
　　　 7日　総務委員会、市民教育厚生委員会
　　　　　　都市環境経済委員会
　　　11日　各派代表者会、議会運営委員会
　　　　　　本会議〔補正関係議案採決〕、予算特別委員会
　　　12日　予算特別委員会
　　　13日　予算特別委員会
　　　14日　予算特別委員会
　　　15日　予算特別委員会
　　　18日　予算特別委員会、請願等調整委員会、起草委員会
　　　22日　起草委員会、各派代表者会、議会運営委員会
　　　　　　本会議〔新年度関係議案採決〕
　　　　　　広報広聴委員会広報部会
　　　26日　広報広聴委員会広聴部会

議会日誌（１月～３月）

２月・３月議会
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■大牟田市議会では、採決に起立採決を採用しています。起立採決は、議長が議案等に賛成の意思のある議員に起立を求めます。一覧表については、　起立した
　議員を○と表記し、それ以外の議員を × と表記しています。また、空白は欠席または表決の棄権を表します。なお、議長は採決に加わることができません。

行政視察受入実績行政視察受入実績
行政視察受入（１月～３月）

月

2

3

日

6

29

都道府県

茨城県

東京都

団体名 視察項目

日立市議会

足立区議会

防災情報収集シス

テム構築とリアル

タイム情報配信事業

地域公共交通

自由民主党市議団 民主・護憲クラブ

　詳細については、議会事務
局（41-2800）までお問い合
わせください。また、ホーム
ページでもお知らせします。

　本会議の傍聴ができま
す。傍聴席へは、市役所本庁
舎中庭入口（１階）または市
民生活課（２階）奥の階段か
らお上がりください。
　インターネットでも、生
中継、過去の録画（過去５年
度分）を視聴できます。

　本紙掲載の代表質問と一
般質問は、質問議員自らが
要約したものです。詳しく
は市立図書館、情報公開セ
ンターで６月上旬から閲覧
できる会議録をご覧ください。
  ホームページでも６月上
旬から閲覧・検索できます。

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

諮問

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

議案

発議

発議

第7 5号

第7 6号

第7 7号

第7 8号

第7 9号

第8 0号

第8 1号

第8 2号

第8 6号

第109号

第110号

第111号

第112号

第 2 号

第9 1号

第9 2号

第9 3号

第9 5号

第9 6号

第9 7号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

第107号

第2 3号

第3 1号

令和５年度大牟田市一般会計補正予算

令和５年度大牟田市国民健康保険特別会計補正予算

令和５年度大牟田市介護保険特別会計補正予算

令和５年度大牟田市後期高齢者医療特別会計補正予算

令和５年度大牟田市病院事業債管理特別会計補正予算

令和５年度大牟田市水道事業会計補正予算

令和５年度大牟田市公共下水道事業会計補正予算

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（狂犬病予防法関係）

大牟田市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市教育委員会委員の任命について〔東秀樹氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔日比生純二氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔岩本竜一氏〕

大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について〔田中達憲氏〕

人権擁護委員候補者の推薦について〔森部広道氏〕

令和６年度大牟田市病院事業債管理特別会計予算

令和６年度大牟田市水道事業会計予算

令和６年度大牟田市公共下水道事業会計予算

大牟田市会計年度任用短時間勤務職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（建築物のエネルギー消費性能の
向上に関する法律関係）

大牟田市黒崎漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市営駐車場条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市立中学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市危険物の規制等に関する手数料条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

請負契約の一部変更について（大牟田市（仮称）総合体育館等実施設計及び新築工事）

大牟田市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書案

下記議案等については全員賛成で可決、同意、異議なき旨答申。

■次の定例会は６月です

■傍聴のお知らせ

■会議録の閲覧

災害対策の充実強化についての意見書案

令和６年能登半島地震の復旧・復興を最優先
することを求める意見書案

子どもと子育て世帯への経済的支援を求める意見書案

食料自給率の向上と農業従事者への支援拡充
を求める意見書案

地域公共交通を維持するための財政措置の
拡充を求める意見書案

自民党派閥裏金問題の徹底解明と実効性ある
再発防止策の確立を求める意見書案

大牟田市手数料条例の一部を改正する条例の
制定について（戸籍法関係）

大牟田市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介
護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

令和６年度大牟田市一般会計予算

令和６年度大牟田市国民健康保険特別会計予算

令和６年度大牟田市介護保険特別会計予算

令和６年度大牟田市後期高齢者医療特別会計予算

大牟田市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市指定地域密着型サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市企業局附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について

大牟田市まちづくり総合プランについて

大牟田市副市長の選任について〔副枝修氏〕

大牟田市副市長の選任について〔中村珠美氏〕

大牟田市教育委員会教育長の選任について〔谷本理佐氏〕

地方創生に貢献するサキュラーエコノミー
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代表質問代表質問

夜間中学ほしぞら分校

市長公約に対する決意

　　市民・地

域などから、

電気料金や徴

収に対する負

担軽減に関す

る意見や提言

を受け、電気

料金を全額負

担することと

した。

  

　　４月開校に向けた熱意は。

　　不登校生徒を受け入れる

ことができる学びの多様化学

校の指定に加え、事情により

十分教育を受けず中学校を卒

業した方などへの多様な学び

の機会を保証できるものであ

り、着実に準備を進める。

　　宅峰中学校の分校とする

のは分かりづらいが。

　　同一敷地内に分校設置の

例がないことに加え、分校と

学級増では教員配置数に差が

生じることから、教育活動充

実のため、宅峰中学校の分校

として松原中学校に設置する。

　　卒業証書はどの学校から

授与されることになるのか。

　　宅峰中の校長が授与し、

ほしぞら分校の記載はない。

　　本市の持続可能な公共交

通のあるべき姿は。

　　地域をつなぐ交通ネット

ワークの確保を図り、誰もが

安心して移動できる公共交通

体系サービスの構築を目指す。

　　市長公約に対する決意は。

　　公約を実現するために、

第７次総合計画に多くの事業

を盛り込んでいる。

　 こ れ ま で の 取 組 を 成 果 に

結びつけるとともに、新大牟

田駅産業団地等への企業誘致、

妊娠期から子育て期までの切

れ目ない支援及び小中一貫教

育制度の導入などを行う。

　　（仮称）大牟田市ビジネ

スサポートセンターの役割は。

　　企業が抱える課題に対し、

相談・支援を行うワンストッ

プ窓口として新たに設置する。

　　まちなか活性化に向けて

組織機構を見直す決意は。

　　市長直近下位のまちなか

活性化推進室を設置し、トッ

プマネジメントによる効果的

な事業推進を図る。

　　新庁舎整備への考えは。

　　現庁舎の利活用方針案は、

具体的な検討ができる時期に

策定し、新庁舎整備は令和 10

年度の工事着手を目指す。

　　防犯灯及び街路灯の電気

料を市の負担とし、地域を支

援することにした経緯は。

　　移動困難者の市内消費で

経済が回るのでは。

　　庁内の専門委員会で、関

係課との議論を進めている。

　　2024 年問題への考え方

と公共事業に対する影響は。

　　労働の上限規制等で輸送

能力の不足等が懸念される。

国県の動向を注視し対応する。

ドライバー不足など、今後影

響が出るおそれもある。

　公共工事では、４週８休を

見込んだ適正工期を確保した

発注や発注の平準化を進める。

　　ライドシェアは、無資格

で客を乗せるため危険であり、

タクシーの運転手不足に拍車

をかける可能性があるが。

　　安全確保が重要であり、

多くの課題がある。タクシー

会社以外の参入など、国の動

向を注視する必要がある。

　　全国の複数自治体でライ

ドシェア導入を検討している

が、本市の考えは。

　　国に指定されれば導入も

可能だが、慎重な検討が必要。

　　ＪＲ銀水駅前トイレ整備

事業に対する市長の考えは。

　　新年度予算を計上し、整

備に対する意見聴取を行い、

基本設計に反映した上で、Ｊ

Ｒ九州の協力を得ながら、令

和６年度中の完成に取り組む。

　　　　ＪＲ九州に陳情を行

い、協力を要請されたい。 

民主・護憲クラブ

松尾 哲也　議員

新年度予算（案）と
これからのまちづくり

税の配分は政治の責任のもと事業の見直しを

　　令和４年

度に策定した

新・基本方針

では、建設地

は現在地、立

体駐車場敷地、

笹林公園のい

ずれかとして

いる。庁舎整

備基本構想策

定審議会において、場所の決

定等の検討を進めていく。ま

た、同方針では、庁舎整備と

本館の取扱いをそれぞれ分け

て検討することとしている。

　　大牟田市出身の洋画家で、

大牟田大使でもある大津英敏

先生は、まさに郷土が生んだ

洋画界の巨匠。その先生の作

品をはじめとする本市出身の

文化芸術家の作品を常設展示

し、市民が気軽に鑑賞するこ

とができる場を設けるべきと

考えるが、当局の考えは。

　　文化芸術振興プランでは、

優れた文化芸術を、身近な地

域や施設等で鑑賞することな

どを目標の一つとしている。

　今後、本市ゆかりの文化芸

術家の御理解と御協力をいた

だきながら、庁内関係部局や

関係団体等と連携し、文化芸

術鑑賞の機会のさらなる創出

に取り組んでいきたい。

　　　　質の高い文化芸術作

品の鑑賞ができることは、本

市の魅力発信にもつながる。

　将来的には美術館建設にも

つながるよう検討を。

　　「経済の発展」と「学校

教育の充実」が車の両輪のよ

うに回転し、今後も人口 10 万

人都市を維持することで、有

明海沿岸地域のリーディング

シティとなると考える。

　そこで、今後の学校教育の

中心となる義務教育学校につ

いて、設置推進事業の今後の

見通しは。

　　松原中と大正小の敷地等

の測量を終え、基本構想、基

本計画及び基本設計、実施設

計の業務委託、並びに建設工

事の発注方式の検討を進めて

いる。他市の事例では７年程

度要したと聞いているが、教

育委員会としては、１年でも

早く義務教育学校を設置でき

るよう計画を進めていく。

　　新庁舎整備においては、

早急に建設地を決定し、同時

に本館の取扱いも、建設地決

定と明確に分けて検討すべき

と考える。それには市長の政

治判断が必要と思うが。

　　青少年スポーツと観光の

ツーリズムによるにぎわいの

創出を目的に、旧大牟田北高

校跡地や旧勝立中跡地を利用

したスポーツ合宿所の実現に

向けて検討すべきだが。

　　本市には、おおむたアリ

ーナ、御大典記念グラウンド、

延命球場、大牟田港緑地運動

公園などのスポーツ施設が充

実しており、こうした施設を

活用し青少年の交流拡大を図

りたい。

　一方で、交流拡大の推進の

ためには低廉な価格で宿泊で

きる施設が必要で、その実現

に向け関係機関等との協議を

行い、取り組んでいきたい。

     

　　今後、コロナ交付金や過

疎債の活用ができなくなるが、

財源確保の見通しは。

　　歳入に応じた歳出とする

原則の下、国・県の補助金等

を最大限活用し、市税をはじ

め自主財源を確保する必要が

あるため、地域産業の振興、

企業誘致を積極的に展開し移

住・定住を促進していきたい。

自由民主党市議団

光田 茂　議員

小中一貫教育の推進と
義務教育学校の実現

市庁舎整備について

青少年スポーツ合宿所の
実現

財政見通しと行財政改革

本市出身の文化芸術家の
作品の普及

おおむたアリーナ

地域公共交通の充実

ＪＲ銀水駅
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　２月にみやま市の小学校で、

学校給食での窒息による死亡

事故が発生したが、本市の事

故発生時における対策は。

　　学校では、児童生徒の生

命を守ることを第一義に考え、

事故防止に向けた研修を実施

しており、教育委員会では、

学校訪問等を通して危機管理

マニュアルの内容見直し等に

ついての指導・助言を行って

いる。

　　みやま市では、窒息予防

装置の配置を検討しているよ

うだが、本市での検討状況は。

　　2005 年度から 2021 年度の

間に、学校内での死亡事故が

1,614 件、重い障害が残る事故

が7,115件が発生していると聞く。

　　食材の選定、刻み方等の

調理の工夫、教職員への研修

等を現在でも行っている。 研

修では、実際に背中をたたい

たり、腹部を圧迫したり、気

道確保や人工呼吸など、これ

まで救急救命講習等で学んだ

ことを再度実践している。

　機材の購入については、口

の中に入れるということもあ

り、医療的行為とも考えられ

るため、今後、専門家と協議

をしたい。

　　　　ぜひ検討をお願いし

たい。

正内容の動向を注視しながら、

対応していきたい。

　　自治会の現状をどのよう

に認識をしているか。

　　市営住宅入居者の高齢化

や高齢単身世帯の増加等によ

り、以前に比べて自治会役員

の担い手不足や団地内の除草

作業などの自治会活動が滞り

がちであると認識している。

　　それらの課題を解決する

ための今後の方針は。

　　居住サポート住宅に対す

る今後の取組方針は。

　　国から具体的に示される

住宅セーフティネット法の改

　　自治会活動を維持してい

くために必要な人材の育成や

若年単身向け住宅の募集枠を

設けるなどして、自治会活動

の活性化を図っていきたい。

　　介護行政手続きに対する

オンライン化の今後の取組は。

　　介護認定の申請について

は、国が公開しているシステ

ムを利用したオンラインサー

ビスの令和６年４月開始に向

け、準備を進めている。

学校の安全対策について

　　本市の保育料は隣接市よ

り高いと聞くが、国の保育料

の設定と違いがあるのか。

　　国の保育料段階８階層を、

保育料のさらなる軽減を

高齢者等の
円滑な居住確保を

独自に 13 階層に細分化し、負

担軽減も行っている。

　　市長会を通じて、全国公

平な子育て支援を要望しても

らいたいが、市長会の状況は。

　　毎回、子育て支援の議論

が行われ、保育料や医療費等

の負担軽減については、国で

対応するよう要望している。

　　本市の路線バスの利用促

進に向けた取組実績と効果は。

　　小学校低学年へのバス乗

り方教室、子供向け運転士体

験、撮影会や乗車体験の実施

に加え、路線バスで観光スポ

ットを訪れた方に物産品との

交換チケットを配付した。

　また、大蛇山まつりの２日

間に実施した 100 円バスでは、

前月の平均利用者数と比較し

て約 1.9 倍の利用となった。

　　　　公共交通のファン獲

得に向け、子供の無料乗車や

市民と共にクリスマスラッピ

ングを装飾する企画などを検

討し、さらなる利用へのアピ

ールをしてもらいたい。

まちづくりは人づくりから

　　能登半島

地震を踏まえ、

被災地に対す

る支援や今後

の災害に強い

まちづくりに

対する市長の

思いを聞きたい。

　　被災地への職員派遣や義

援金、市営住宅の無償提供等

の支援を続けていきたい。ま

た、今後も、ハード、ソフト

の両面から効果的・効率的な

対策を実施し、災害に強いま

ちづくりの実現に取り組む。

　　災害対応における本市の

デジタルトランスフォーメー

ション化（ＤＸ化）の現状に

ついて聞きたい。

　　気象庁からの気象データ

等を一元管理する防災情報集

約システムを整備するととも

に、被災者の生活再建に迅速

に対応する被災者支援システ

ムの導入など、防災体制の充

実を図っている。

　　イノベーション創出拠点

ａｕｒｅａ内に設置する、経

営の効率化や技術開発、ＤＸ

対応など中小企業が抱える課

題に対しての相談や支援を行

うワンストップ産業支援窓口

の取組について聞きたい。

　　市と有明高専で配置をし

ている産学連携コーディネー

ターを継続し、新たに産業支

　　目指す都市像に対する市

長の思いを聞きたい。

　　人づくりをまちづくりの

基本とし、これまで培ってき

た様々な基盤や経験を生かし、

新しい価値を創造していくこ

とで、新たなまちの魅力や付

加価値をまち全体で生み出す

ことにより、持続的に発展す

るまちの姿を表現し、市民の

皆様とともに、その実現に向

けて取り組みたい。

　さらに、県を越えた、より

広域的な自治体間の連携を積

極的に働きかけ、有明海沿岸

地域全体の発展を先導してい

くような都市を目指していき

たいと考えている。

　　高校生等による青春祭の

開催は、大牟田市の人づくり

の観点からも継続すべき事業

だと考えるが、次年度以降の

取組について、市長の考えを

聞きたい。

　　来年度以降は、高校生ま

ちづくり部活推進事業として

参加するメンバーの意見も聞

きながら、学校の枠を超えた

活躍を支援していきたい。

援コーディネーター及びＤＸ

アドバイザーを配置すること

により、官民による支援体制

を構築し、市内中小企業への

支援を強化していきたい。

　　国は令和４年に児童福祉

法を改正し、児童虐待の相談

件数の増加など、子育ての厳

しい状況に対応するため、相

談支援体制の強化を図ること

とした。こども家庭センター

の設置について聞きたい。

　　子ども未来室をこども家

庭センターと位置づけ、母子

福祉と児童福祉の一体的な相

談支援をコーディネートする

統括支援員を新たに配置し、

体制強化を図っている。

　　　　こども家庭センター

は、らふるの１階にあること

の周知をお願いしたい。

　　コロナ禍による献血会場

等の減少で、職域献血等はま

だ以前の状態に戻っていない。

また、若い世代の献血の減少

も懸念されているが、献血事

業の現状について聞きたい。

　　全体としては、コロナ禍

前に戻りつつあるが、安定供

給のために幅広い世代に理解

啓発を図っていきたい。

公明党議員団

三宅 智加子　議員

地域企業の支援
（（仮称）大牟田市ビジネス

サポートセンター）

災害につよい
まちづくり

生命をはぐくむ
まちづくり

桑原 誠　議員

民主・護憲クラブ

櫻井 ちはる　議員

出かける手段を
守るための取組

市営住宅の適正な管理と
良好なコミュニティーの

形成を

介護行政手続きに対する
オンライン化の推進を公明党議員団

大野 哲也　議員

こども家庭センター（らふる１階）

目指す都市像
～人づくり～

自由民主党市議団
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代表質問
　２月にみやま市の小学校で、

学校給食での窒息による死亡

事故が発生したが、本市の事

故発生時における対策は。

　　学校では、児童生徒の生

命を守ることを第一義に考え、

事故防止に向けた研修を実施

しており、教育委員会では、

学校訪問等を通して危機管理

マニュアルの内容見直し等に

ついての指導・助言を行って

いる。

　　みやま市では、窒息予防

装置の配置を検討しているよ

うだが、本市での検討状況は。

　　2005 年度から 2021 年度の

間に、学校内での死亡事故が

1,614 件、重い障害が残る事故

が7,115件が発生していると聞く。

　　食材の選定、刻み方等の

調理の工夫、教職員への研修

等を現在でも行っている。 研

修では、実際に背中をたたい

たり、腹部を圧迫したり、気

道確保や人工呼吸など、これ

まで救急救命講習等で学んだ

ことを再度実践している。

　機材の購入については、口

の中に入れるということもあ

り、医療的行為とも考えられ

るため、今後、専門家と協議

をしたい。

　　　　ぜひ検討をお願いし

たい。

正内容の動向を注視しながら、

対応していきたい。

　　自治会の現状をどのよう

に認識をしているか。

　　市営住宅入居者の高齢化

や高齢単身世帯の増加等によ

り、以前に比べて自治会役員

の担い手不足や団地内の除草

作業などの自治会活動が滞り

がちであると認識している。

　　それらの課題を解決する

ための今後の方針は。

　　居住サポート住宅に対す

る今後の取組方針は。

　　国から具体的に示される

住宅セーフティネット法の改

　　自治会活動を維持してい

くために必要な人材の育成や

若年単身向け住宅の募集枠を

設けるなどして、自治会活動

の活性化を図っていきたい。

　　介護行政手続きに対する

オンライン化の今後の取組は。

　　介護認定の申請について

は、国が公開しているシステ

ムを利用したオンラインサー

ビスの令和６年４月開始に向

け、準備を進めている。

学校の安全対策について

　　本市の保育料は隣接市よ

り高いと聞くが、国の保育料

の設定と違いがあるのか。

　　国の保育料段階８階層を、

保育料のさらなる軽減を

高齢者等の
円滑な居住確保を

独自に 13 階層に細分化し、負

担軽減も行っている。

　　市長会を通じて、全国公

平な子育て支援を要望しても

らいたいが、市長会の状況は。

　　毎回、子育て支援の議論

が行われ、保育料や医療費等

の負担軽減については、国で

対応するよう要望している。

　　本市の路線バスの利用促

進に向けた取組実績と効果は。

　　小学校低学年へのバス乗

り方教室、子供向け運転士体

験、撮影会や乗車体験の実施

に加え、路線バスで観光スポ

ットを訪れた方に物産品との

交換チケットを配付した。

　また、大蛇山まつりの２日

間に実施した 100 円バスでは、

前月の平均利用者数と比較し

て約 1.9 倍の利用となった。

　　　　公共交通のファン獲

得に向け、子供の無料乗車や

市民と共にクリスマスラッピ

ングを装飾する企画などを検

討し、さらなる利用へのアピ

ールをしてもらいたい。

まちづくりは人づくりから

　　能登半島

地震を踏まえ、

被災地に対す

る支援や今後

の災害に強い

まちづくりに

対する市長の

思いを聞きたい。

　　被災地への職員派遣や義

援金、市営住宅の無償提供等

の支援を続けていきたい。ま

た、今後も、ハード、ソフト

の両面から効果的・効率的な

対策を実施し、災害に強いま

ちづくりの実現に取り組む。

　　災害対応における本市の

デジタルトランスフォーメー

ション化（ＤＸ化）の現状に

ついて聞きたい。

　　気象庁からの気象データ

等を一元管理する防災情報集

約システムを整備するととも

に、被災者の生活再建に迅速

に対応する被災者支援システ

ムの導入など、防災体制の充

実を図っている。

　　イノベーション創出拠点

ａｕｒｅａ内に設置する、経

営の効率化や技術開発、ＤＸ

対応など中小企業が抱える課

題に対しての相談や支援を行

うワンストップ産業支援窓口

の取組について聞きたい。

　　市と有明高専で配置をし

ている産学連携コーディネー

ターを継続し、新たに産業支

　　目指す都市像に対する市

長の思いを聞きたい。

　　人づくりをまちづくりの

基本とし、これまで培ってき

た様々な基盤や経験を生かし、

新しい価値を創造していくこ

とで、新たなまちの魅力や付

加価値をまち全体で生み出す

ことにより、持続的に発展す

るまちの姿を表現し、市民の

皆様とともに、その実現に向

けて取り組みたい。

　さらに、県を越えた、より

広域的な自治体間の連携を積

極的に働きかけ、有明海沿岸

地域全体の発展を先導してい

くような都市を目指していき

たいと考えている。

　　高校生等による青春祭の

開催は、大牟田市の人づくり

の観点からも継続すべき事業

だと考えるが、次年度以降の

取組について、市長の考えを

聞きたい。

　　来年度以降は、高校生ま

ちづくり部活推進事業として

参加するメンバーの意見も聞

きながら、学校の枠を超えた

活躍を支援していきたい。

援コーディネーター及びＤＸ

アドバイザーを配置すること

により、官民による支援体制

を構築し、市内中小企業への

支援を強化していきたい。

　　国は令和４年に児童福祉

法を改正し、児童虐待の相談

件数の増加など、子育ての厳

しい状況に対応するため、相

談支援体制の強化を図ること

とした。こども家庭センター

の設置について聞きたい。

　　子ども未来室をこども家

庭センターと位置づけ、母子

福祉と児童福祉の一体的な相

談支援をコーディネートする

統括支援員を新たに配置し、

体制強化を図っている。

　　　　こども家庭センター

は、らふるの１階にあること

の周知をお願いしたい。

　　コロナ禍による献血会場

等の減少で、職域献血等はま

だ以前の状態に戻っていない。

また、若い世代の献血の減少

も懸念されているが、献血事

業の現状について聞きたい。

　　全体としては、コロナ禍

前に戻りつつあるが、安定供

給のために幅広い世代に理解

啓発を図っていきたい。

公明党議員団

三宅 智加子　議員

地域企業の支援
（（仮称）大牟田市ビジネス

サポートセンター）

災害につよい
まちづくり

生命をはぐくむ
まちづくり

桑原 誠　議員

民主・護憲クラブ

櫻井 ちはる　議員

出かける手段を
守るための取組

市営住宅の適正な管理と
良好なコミュニティーの

形成を

介護行政手続きに対する
オンライン化の推進を公明党議員団

大野 哲也　議員

こども家庭センター（らふる１階）

目指す都市像
～人づくり～

自由民主党市議団
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億円の事業費を見込んでおり、

補助金等の有利な財源を最大

限活用して計画的に進める。

　ハード対策として、河川等

改修、ため池等の有効活用、

ポンプ施設の機能増強を図る。

ソフト対策では、ハザードマ

ップ更新、防災士の養成等を

行い、地域との連携を進める。

　　　　国・県の補助等を最

大限活用し、計画性を持って

事業を進められたい。　　排水対策基本計画におい

て必要となる予算とその財源、

具体的な計画の内容は。

　　20 年の計画期間で、330

　　新たに、まちなか活性化

推進室を市長直近下位の組織

として設置するに当たっての

市長の思いは。

　　官民連携によるまちなか

再生事業や、まちなかの活性

化は、しっかりと進める必要

がある。まちなかの活性化は、

まち全体の活性化にもなるこ

とから、トップマネジメント

による効果的な事業推進を図

るため、同室を設置した。

　　　　トップダウンによる

意思決定で、早急な課題解決

を図られたい。

を小学校の副教材に取り入れ

てはどうか。

　　副教材については、学習

指導要領の内容に適している

かどうかの判断等もあるので、

この冊子やＣＤ等の内容を吟

味した上での扱いとなる。

　　　　大牟田弁を活かした

世代間交流、郷土愛の醸成、

地域振興のため、行事やイベ

ント、子ども大牟田検定など

に積極的に活用してほしい。　　郷土愛を育み、地域の言

葉を次世代に伝えるため、大

牟田弁をまとめた冊子「どが

しこでん大牟田弁」やＣＤ等

　　電子契約の導入により、

契約書の受け取りや持込みが

不要になるなど職員や市内事

業者の事務負担が軽減される

ほか、印紙税も不要となるが、

時代のニーズに合った電子契

約の導入の予定は。

　　公共調達を市内業者優先

としており、比較的規模の小

さい個人商店などの事業者が

契約相手方となることが多く、

導入の検討には至っていない。

　　　　業界との意見交換を

通じて意向調査や聞き取りを

行い、電子契約の早期導入を。

る事例がある。他市では、避

難者名簿を市ホームページ等

で事前に配布し、円滑に受付

できるようにしているが、本

市でも取り組めないか。

　　避難者カードについては、

チェックボックスの項目を多

用するなど記入の省力化に努

め、避難訓練でも使用するな

ど、様式の周知を図っている。

　ホームページにおける受付

シートの公開等による事前配

布や避難時の持参については、

今後地域の防災訓練や研修等

で周知を行い、実施したいと

　　避難所では、受付時、避

難者名簿等に記入をするが、

大規模災害時には、多くの避

難者で受付が一時的に混雑す

考えている。

　　５歳児健診について、本

市の見解は。

　　本市では、乳幼児健診を

小児科医療機関にて実施して

いる。そのため、５歳児健診

の実施についても、現在、医

療機関と検討を進めている。

　健診の目的である、就学前

までに適切な医療や療育等に

つなぐことができるように取

り組みたいと考えている。

避難者受付シートの
事前記入

災害につよいまちづくりに
向けた具体的な対策

まちなか活性化に向けた
取組

電子契約導入

５歳児健診

一般質問 一般質問
　　本人の意思を尊重し保護

者の意思確認をした上で、担

任やＳＳＷ＊などの意見も踏ま

え校長が認める。周知は保護

者へリーフレット等で行う。

　　　　子どもたち自らがＳ

ＯＳを発する手段が足りない。

タブレット端末を使った個別

相談窓口の取組などの推進を。

　　全国では災害時に使用す

る井戸を事前に登録する制度

等がある。本市での検討は。

　　不登校対策としてハート

フルルームやサテライトスペ

ースが新たに設置されるが、

利用手順や周知方法は。

　　災害時には重要な水源と

なるが、様々な課題もあるた

め、調査研究していきたい。

　　総合体育館オープンや動

物園整備の機会を活かし、経

済効果にどうつなげるのか。

　　大会参加者や観覧者、動

物園の来園者等が市内を回遊

することは非常に重要である

ため、今後検討していきたい。

　　　　整備を進める前から

の情報発信や取組を要望する。

子どもからのＳＯＳ
見逃さない取組みを 地震等に備え災害対応の

井戸登録・管理の検討を

延命公園整備で
経済の活性化を

自由民主党市議団

江上 しほり　議員

大牟田弁を活かした
地域振興と方言学習

民主・護憲クラブ

奥村 橋倫　議員

公明党議員団

山田 修司　議員

自由民主党市議団

森 竜子　議員

化を図る。通年での捕獲対応

のため猟友会への委託費や農

業者が設置する侵入防止柵等

の資材購入費補助の増額、箱

わなの増設や地域おこし協力

隊活用に関する委託費、専用

車両に関する経費などを新た

に計上している。

　　２月にイノシシ対策の説

明会を開催されたが、出没状

況やその要因、対策方法など

を広く共有するため今後も開

催していただきたいが。

　　今回の参加者の感想等も

踏まえながら、開催場所や回

　　令和６年度の有害鳥獣対

策費が大幅に増額されるが、

その内訳は。

　　対策と体制の両面から強

数、方法等を検討していく。

　　地域コミュニティの今後

の在り方に関する提言書が出

されたが、今後の対応は。

　　提言に基づき、地域コミ

ュニティの活性化につながる

施策について検討を進め、地

域と協働して取り組んでいく。

　　　　加入率の低下、担い

手不足解消に繋ぎ、持続可能

な地域コミュニティが形成さ

れるよう対策を講じられたい。

有害鳥獣対策について

地域コミュニティの
今後の在り方について

無所属

山田 貴正　議員

在宅介護の要となるサービス

の持続可能性を危ぶむ声があ

ることは、承知している。

　　第９期の介護保険事業計

画において、保険料基準額を

月額 6,000 円とした経緯は。

　　基準額については、試算

では 6,453 円だったが、保険料

上昇の抑制のため基金を取り

崩し、基準額を引き下げた。

　　市内の孤独死の数は。

　　独り暮らしの方が何らか

の要因により自宅内外で亡く

なられた数は、令和５年１月

から12 月までで 83 人。うち65

　　訪問介護の基本報酬引き

下げによる影響は。

　　人材不足と物価高騰が続

く中のマイナス改定について、

歳以上が 60 人となっている。

　　訪問介護の崩壊の危険す

ら招くような今回の報酬改定

だが、地域や自宅で安心して

生活できるまちの実現には、

相当な努力とお金が必要にな

るが、どのようにお考えか。

　　高齢者の見守りについて

は、本人の意向を踏まえなが

ら、関係機関と協力・対応を

し、支援につなげている。

　　　　自宅で事実上放置さ

れているということにならな

い地域包括ケアシステムの構

築を求める。

歳をとっても安心して
生活できるまちに

無所属

北岡 あや　議員

＊ＳＳＷ…スクールソーシャルワーカー
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億円の事業費を見込んでおり、
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開館記念式典テープカット大牟田高校吹奏楽部による演奏

剣道場 多目的ホールアリーナ トレーニング室 キッズルーム

柔道場にてパリ五輪柔道日本代表

斉藤立 選手による実技指導

　咲き誇る満開の桜を見ると、毎年、大地のパ
ワーを感じます。新緑の心地よい延命公園に
は、おおむたアリーナが開館し、にぎやかな声
が聞こえています。大牟田が舞台となる映画の
制作も始まり、わくわくする春です。
　市議会議員として、新たな気持ちで２年目に
臨みます。                            （S)
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令和６年（2024年）５月１日発行

号

右のＱＲコードで
スマートフォン・
タブレットでも
見れます

【主な記事】【主な記事】
○新年度予算　多種多様な議論・要望／ぎかいの話題（２ページ）
○議会から届けた皆さんの意見・要望に市長から回答がありました／ぎかいの話題（３ページ）
○企業の魅力アピール　家族連れでにぎわった産業フェスタ／おおむた自慢（12ページ）

総合体育館「おおむたアリーナ」オープン

▲天気にも恵まれた産業フェスタ

▲働く車の試乗・操作の体験も行列ができていました▲

▲遊びながら学べるブースもたくさん

製品を

子供たちに

触れてもらい

アピールをする

事業所

▲自分がつくっている農作物をアピールする生産者

　大牟田には魅力的な「仕事」や「企業」がたくさんあることを広く市民に知ってもらい、就職や定住

につなげようとする取組「おおむた産業フェスタ」が、３月16日、イオンモール北側駐車場にて初め

て開催されました。

　市内の約70事業所が参加し、仕事の内容や魅力をアピール。子供たちをはじめとした来場者にど

う伝えるか、各事業所の工夫を凝らしたアピールが繰り広げられ、行列ができるブースもありまし

た。約１万人が来場し、朝から夕方まで大きな盛り上がりを見せていました。

　大牟田市議会は、市内の「仕事」を広くアピールするイベントの開催などが定住促進や人口流出を食

い止める機会の一つになると、地元の「仕事」の存在を知ってもらう取組の実施を要望してきました。

　今回の「産業フェスタ」により、大牟田の魅力ある「仕事」が多くの人々に伝わったのではないかと

考えます。

企業の魅力

アピール

キャラクターも
勢ぞろい

産業フェスタ
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